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令和５年度 第３回 高齢者支援部会 

 

議事録 

 

 

（会議次第） 

１ 開 会 

２ 議題 

（１）令和５年度第２回高齢者支援部会議事録の確認 

（２）令和６年度予算（案）について 

（３）その他 

３ 閉会 

 

（委員・専門委員） 

 出席（９名うち会議途中からの出席者１名） 

＜高齢者支援部会（９名）＞ 

山並委員、山本委員、末永委員、下坪委員 

畠山専門委員（途中出席）、東専門委員、川向専門委員、野尻専門委員、鈴木専門委員 

 

（事務局） 

 介護高齢福祉課（６名） 

佐藤課長、野原主幹、高橋課長補佐、斉藤係長、渡辺係長、山本主任補 

 

 地域福祉課（２名） 

永田課長、藤本課長補佐 

 

（議事録） 

 事務局 

本日は皆様ご多忙の中ご出席いただきまして、誠にありがとうございます。 

ただいまから、帯広市健康生活支援審議会 第３回高齢者支援部会を開会いたします。 

本日は、委員及び専門委員の皆様９名中８名（途中出席者がいたため、この時点では８名）のご出席に

より、過半数のご出席をいただいておりますので、本合同部会は帯広市生活支援審議会条例施行規則第

４条第１項の規定により、成立しておりますことをご報告させていただきます。 

 

それでは次に、本日の資料を確認させていただきます。 

事前に皆様に送付しております、 

 

日 時： 令和６年２月２１日（水） 

 １９時３０分～１９時５５分 

場 所： 帯広市役所１０階 第３会議室 
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・会議次第 

・資料１ 令和５年度第２回高齢者支援部会議事録 

・資料２－１から２－２ 一般会計予算 

・資料３－１から３－３ 介護保険会計予算 

・資料４ 介護保険事業の概要 

 

また、机上に配付しております、 

・座席表 

 

以上の資料につきまして、不足等ございましたらここでお申し付けください。よろしいでしょうか。 

 

（各委員及び専門委員 不足等なし） 

 

それでは、以後の進行は山並部会長にお願いいたします。 

 

 部会長 

それでは、会議次第の「２ 会議」に入らせていただきます。 

初めに、（１）の「令和５年度第２回高齢者支援部会議事録の確認」でございますが、資料１をご覧くださ

い。 

こちらの議事録につきましては、この場で皆様にご確認いただいた後、帯広市のホームページ上に公

開する予定でございます。 

議事録の内容について、皆様からご意見やご質問はございますか。 

 

（各委員及び専門委員 意見等なし） 

 

よろしいでしょうか。 

それでは、ご承認いただけたということで、こちらの議事録を公開させていただきます。 

 

次に、（２）「令和６年度予算（案）について」事務局より説明願います。 

 

 事務局 

それでは、資料２－１、令和６年度 介護高齢福祉課 一般会計予算（概要）をご覧ください。 

まずは、表題のすぐ下にございます、一般会計の総事業費は、７億４，６１３万７千円となっております。 

また、主な事業費につきましては、その下にあります「老人福祉費」で、７億３，４２５万３千円となっており

ます。 

続きまして、個別の事業費の主な増減の理由を、一部抜粋し、説明してまいります。 

まず、黒丸４つ目「高齢者在宅生活支援費（扶助費）」は６６８万３千円となっております。 

令和５年度と比較しますと、１６８万８千円、率にいたしまして、３３．８％の増となっております。 

主な増の要因としましては、紙おむつ等の介護用品と引き換え可能な給付券を交付する、家族介護用

品支給事業の利用者増を見込んだことによるものです。 

次に、黒丸５つ目「ひとり暮らし高齢者緊急通報システム事業費」は１，７５５万８千円となっております。 

令和５年度と比較しますと、２２０万３千円、率にいたしまして、１１．１％の減となっております。 

主な減の要因としましては、緊急通報システムの利用者減を見込んだことによるものです。 
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なお、資料２－２では、令和３年度以降の事業費別の予算額及び決算額の推移を記載しております。 

資料２につきまして、説明は以上でございます。 

 

 部会長 

ただいまの説明について、ご意見やご質問等はございますか。 

 

 委員 

「高齢者在宅生活支援費（扶助費）」につきまして、家族介護用品支給事業の利用者増を見込んだとの

ことで、前年度対比で３３．８％の増とのことですが、何か予算を積算するにあたっての根拠はありますでし

ょうか。 

 

 事務局 

一般会計の本事業におきましては、要介護３の方を対象とした介護用品支給事業となります。（要介護４

及び５の方については介護保険会計の事業として実施） 

令和６年度予算につきましては、実績として新規登録者数が増加傾向にあることから、利用者増を見込

んだところであります。 

 

 部会長 

そのほか、ご意見やご質問はございますか。 

 

 委員 

「高齢者おでかけサポートバス事業費」につきまして、率にしますと３％の減ではありますが、金額にしま

すと５６９万５千円と大きな金額の減少になるかと思います。 

利用者の減少を見込んでいるものかと思いますが、コロナウイルス感染症の影響による規制の緩和を受

け、利用者が増加するといった要素はないのでしょうか。 

 

 事務局 

事業内容につきましては変更ありませんが、コロナウイルス感染症の影響を受ける前と比較し、利用者

がなかなか回復していない状況であります。 

また、バス会社の減便、大型施設の相次ぐ閉店といった現状から、近年の実績に応じた予算額となった

ところでございます。 

 

 部会長 

そのほか、ご意見やご質問はございますか。 

 

（各委員及び専門委員 意見・質問等なし） 

 

他にご質問等なければ、続けて、事務局より説明願います。 

 

 事務局 

それでは、資料３－１、令和６年度 介護保険会計予算（概要）をご覧ください。 

まずは、表題のすぐ下にございます、介護保険会計の総事業費は、１７１億３，１４０万１千円となってお

ります。 
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続きまして、個別の事業費の主な増減の理由を、一部抜粋し、説明してまいります。 

資料左側、上から１つ目の囲み「保険給付費」は１５８億１，６１４万９千円となっており、総事業費の大半

を占めております。 

令和５年度と比較しますと、４億６，１８６万３千円、率にいたしまして、３％の増となっております。 

主な増の要因としましては、要介護（要支援）認定者の増や報酬改定に伴う給付費の増によるもので

す。 

次に、資料左側、上から４つ目の囲み「包括的支援事業費」中の黒丸３つ目「在宅医療・介護連携推進

事業費」は６７万７千円となっております。 

令和５年度と比較しますと、２０万５千円、率にいたしまして、２３．２％の減となっております。 

主な減の要因としましては、住民啓発の方法を映画上映会からパネル展に変更したことによるもので

す。 

次に、資料左側、上から５つ目の囲み「任意事業費」中の黒丸３つ目「介護給付等費用適正化事業費」

は２１３万４千円となっております。 

令和５年度と比較しますと、１４８万６千円、率にいたしまして、４１％の減となっております。 

主な減の要因としましては、国の給付適正化事業の見直しに伴う、給付費通知の廃止によるものです 

最後に、資料右側、上から４つ目の囲み「一般管理費」中の黒丸１つ目「一般管理事務費」は４，７５７万

７千円となっております。 

令和５年度と比較しますと、１，１５５万１千円、率にいたしまして、３２．１％の増となっております。 

主な増の要因としましては、制度改正の伴うシステム改修費の増によるものです。 

また、黒丸２つ目「一般管理事務費（臨時）」は３５万７千円となっております。 

令和５年度と比較しますと、２４１万３千円、率にいたしまして、８７．１％の減となっております。主な減の

要因としましては、第九期計画策定にあたっての支援委託料の減によるものです。 

なお、資料３－２及び３－３では、令和３年度以降の事業費別の予算額及び決算額の推移を記載して

おります。 

資料３につきまして、説明は以上でございます。 

 

 部会長 

ただいまの説明について、ご意見やご質問等はございますか。 

 

（各委員及び専門委員 意見・質問等なし） 

 

ご質問等なければ、続けて、事務局より説明願います。 

 

 事務局 

それでは、資料４、介護保険事業の概要をご覧ください。 

 

１ページ目の「被保険者の状況」をご覧ください。 

まず、１番目「第１号被保険者数」につきまして、表には、本市における平成２７年度以降の人口や、第１

号被保険者数などの推移を記載しております。 

今年度の状況としまして、令和６年１月末時点の情報になりますが、総人口は１６万２，２５４人、第１号被

保険者数は４万９,５２３人、総人口に占める第１号被保険者の割合は３０．５２％となっております。 

また、グラフにつきましては、棒グラフで本市の人口、折れ線グラフで第１号被保険者数を表しており、

人口が徐々に減少している一方、第１号被保険者数は徐々に増加していることが分かります。 
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続きまして、２ページ目をご覧ください。２番目「要支援・要介護認定者数」 につきまして、表には、本市

における平成２７年度以降の介護度別の認定者数などの推移を記載しております。 

今年度の状況としまして、令和６年１月末時点の情報になりますが、要支援・要介護認定者数の合計が

１万９５５人、うち第１号被保険者の認定者数は１万７６６人となっております。 

また、第１号被保険者に占める第１号被保険者の認定者の割合は２１．７４％となっており、年々、増加し

ております。 

なお、グラフにつきましては、介護度別の認定者数の推移を棒グラフで表しているものです。 

 

続きまして、３ページ目「介護保険給付費の状況」をご覧ください。 

表の左から３列目一番下、令和５年度の計画値として、給付費の合計で、１５５億６，５８８万７千円を見込

んでおりましたが、表の右から４列目、令和５年度の実績見込みでは、１５０億８，８９８万２千円となっており、

計画対比率で、９６.９％ と、概ね計画どおりに進捗しております。 

なお、令和５年度の給付費の増減理由等は、資料の下部に記載しております。 

 

続きまして、４ページ目「介護サービス別利用量の実績と計画」をご覧ください。 

こちらの表では、令和５年度のサービス利用人数や利用回数の計画値と決算見込み、また執行率をサ

ービス種類ごとに比較しております。 

併せて、令和６年度の計画値・予算値について記載しております。 

次に、資料左側「介護給付」の表のうち、令和５年度の実績見込みが計画値と大きく乖離している項目

について説明いたします。 

まずは、短期入所系サービスにつきまして、短期入所生活介護（特養のショートステイ）が６１．０％、短

期入所療養介護（老健のショートステイ）が６９．３％となっておりまして、利用人数の減少が主な要因となっ

ております。 

次に、定期巡回・随時対応型訪問介護看護につきましては、２４時間対応型の唯一の在宅サービスであ

り、計画策定時よりもニーズが高くなっていることから、１４７．６％と計画値を大きく超えております。 

なお、資料右側の予防給付の表につきましては、介護給付と概ね同様の動きとなっております。 

 

最後に、５ページ目「介護保険料の状況」をご覧ください。１番目「段階別保険料」につきましては、第九

期計画における令和６年度からの所得段階別保険料額を記載しております。第九期の保険料につきまし

ては、基準額となる第５段階が月額６，２７０円となり、第八期から３８０円の増となっております。 

また、国の介護保険料の標準段階が９段階から１３段階に多段階化したことに伴い、市においても現行

の１５段階から１７段階へ見直しを行っております。 

続いて、その下の２番目「保険料の収納状況（現年度分）」では、令和３年度からの介護保険料の収納率

の推移などを記載しております。 

令和５年度の収納率は 令和６年１月末時点で、８２．３５％となっておりますが、年度末には例年並みの

収納率に落ち着くものと考えております。 

また、その下の３番目「令和５年度保険料の収納状況」では、年金からの天引きで納める特別徴収と納

付書や口座振替などで納める普通徴収の収納状況の内訳を記載しており、その右の４番目「保険料の軽

減制度」では、本市で実施しております、介護保険料の軽減制度の実施状況を記載しているものでありま

す。 

資料４につきまして、説明は以上でございます。 
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 部会長 

ただいまの説明について、ご意見やご質問等はございますか。 

 

（各委員及び専門委員 意見・質問等なし） 

 

 部会長 

それでは、本日の議事は以上ですが、その他、皆様から何かございますか。 

 

（事務局及び各委員・専門委員 連絡事項等なし） 

 

 部会長 

それでは、以上で予定されていた議事はすべて終了いたしました。 

本日の高齢者支援部会はこれにて閉会といたします。 

皆様、大変お疲れさまでございました。 


